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幹事会で挨拶するアンジャニ氏

　留学生支援企業協力推進協会（会長：櫻田謙悟）は、経済同友会が中心となっ
て1989年に設立されました。同協会では「社員寮への留学生受入れプログラ
ム」などにより、外国人留学生（私費）を支援しています。これまでの31年間で
延べ6,100人を超える留学生を支援し、社員寮入居留学生の７割から８割が卒
業後に日本で就職しています。しかし、各大学の宿舎整備が進まない中で社員
寮が閉鎖されるなどにより、社員寮への留学生受け入れ企業は、ピーク時の
209社から63社（2020年３月末時点）へと大幅に減少しています。また、同協会
の財政は近年大変厳しい状況にあります。会員の皆さまには同協会の活動に
ご賛同の上、「個人（１口３万円）ならびに企業単位（１口25万円）での寄附（税
制上の優遇措置あり）」および「社員寮の提供」をお願い申し上げます。

慶應義塾大学の修士課程で学びなが
ら、日立製作所の社員寮（横浜市・六ツ
川寮）で暮らしたインド人のシング・ア
ンジャニ氏（33）が幹事会で感謝の挨拶
を行った。同氏は、慶大修士を修了後、
日立ジョンソンコントロールズ空調に
就職し、制御設計部に勤務している。
子どものころ、父が買ってきたソニー
や東芝、リコーといった日本の電機製
品の素晴らしさに魅了されたという同
氏にとって日本企業に職を得られたこ
とは喜びであり、「私は将来日本とイン
ドのつなぎ役になり、日本の会社がイ
ンドで仕事をすることを助けたいと思
います」と抱負を語った。

低額な寮費のおかげで
勉強に専念できた

同氏は2014年に来日後、従兄弟の家
に世話になりながら、１年間東京の日

本語学校で学んだ。しかし、慶大院入
学後は通学時間の関係から従兄弟の家
を去らなくてはならなかった。アルバ
イトをしながら自活といっても、勉強
に専念するため、それもできず困って
いたところに、協会の仲介で日立の社
員寮に入寮できた。「寮費は２万円と低
額であるため、勉強に専念できました。
寮に住む日本人社員と友だちになり、
日本文化を知り、日本語の練習にも役
立つなど、素晴らしい経験ができまし
た」と同氏は振り返っている。
その上でこう締めくくった。「私は学
生生活、そして日本での就職が円滑に
進み、感謝しています。ぜひ、協会に

対するご支援をよろしくお願い申し上
げます」
同協会の岡地俊彦理事・事務局長は、
同氏の活躍に期待するとともに、こう
評価した。「これまで中国や韓国の留学
生が多く、日本語の上達が速い人たち
の対応が中心でしたが、アンジャニさ
んのようにインドなど、英語環境で勉
強する人たちにも協業の領域が広くあ
る。このように捉え、当初は日本語が
下手でも寮で暮らし日本文化や社会を
学ぶ環境を提供することが企業と協会
の役割であり重要です。ぜひ、外国人
留学生への支援をお願いしたい」

外国人留学生への支援のお願い外国人留学生への支援のお願い
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